

１　　ゆうまさんが弟に問題を出しています。

「２けたの数一つ思い浮かべてください。」　
「その数を２倍してください」

「その数をさらに２倍してください」

「もう一度思い浮かべた数をたしてください」

「答えはいくつになりましたか」

弟は「210」といいました。

その後、ゆうまさんは、弟が思う浮かべた数をぴたりと当てました。

1 弟の思い浮かべた数は、いくつだったのでしょう。

2 どうして、ゆうまさんは当てることができたでしょう。その理由を考えましょう。


領域：「数と計算」

　単元：「四則の理解」

　評価の観点：
出題の趣旨：四則の意味と計算順序をもとに、問題を考えることができるかどうかをみる。
解答：①４２

　　　　②２倍して、２倍して、その数をたすということは、弟が答える数は、思い浮かべた数の５倍になるから、５で割れば分かる。


２　　２、４、６、８の４つの数字を１回ずつ使っていろいろな計算を作ります。

· ２４８×６、２４÷６＋８など数は何けたにしてもかまいません。

· ＋、−、×、÷、（　　）のどれでも使えます。

1 答えが０になる計算をつくりましょう。

2 答えが一番大きくなる計算をつくり、答えも求めましょう。

3 答えが0.5より小さい数になる計算をつくり、答えも求めましょう。

（わりきれないときは、小数第１位までの概数にしましょう）


領域：「数と計算」

　単元：「四則の理解」

　評価の観点：
出題の趣旨：四則の意味と計算順序をもとに、問題を考える。
解答：
1 ８−６＋２−４、４－２＋６－８　など

2 ８２×６４＝５２４８

3 ２６÷８４＝0.309…→0.3
２４÷６８＝0.35… →0.4など
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